
平成２２年 ２月２２日現在

別記様式1

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書

開設学部（学科）名〔 理学部（生物科学科） 〕

生物学プログラムプログラムの名称（和文）

（英文） Biology

１．プログラムの紹介と概要

生物学プログラムでは，生物現象を分子・細胞レベルから個体・群集レベルまで多角的に捉えることが

できる人材を育成する教育活動と，生物現象を探求する研究活動を通して人類の進歩に貢献することを目

標としています。生物現象を理解し探求するには，動物・植物・微生物についての知識と生態学・生理学・

生化学・遺伝学等の基礎技術を習得し，学際領域にわたる幅広い分野に対する理解を深めることが必要で

す。 徹底した探求の成果は，例えばバイオテクノロジーとして，あるいは，人間活動の自然界への影響評

価技術として活用されています。

生物学プログラムは大別すると教養教育科目と専門教育科目からなり，教養教育科目には教養コア科目，

共通科目，基盤科目, スポーツ実習科目があります。教養コア科目・共通科目は，社会の一員としてあるい

は個人として身につける一般的教養としての位置付けで，社会の見方や人格を形成する上で重要です。受

講者個人の興味に応じて授業選択できるようになっています。基盤科目は、基礎科学等の理系分野の基礎

知識を修得するためのものです。専門教育科目には専門基礎科目と専門科目が含まれています。専門であ

る生物学では，知識概念と実践を重視しています。講義演習に加えて２年生から実験を平行して受講しな

がら実践能力を習得できます。従って，受講者は動物学・植物学・生化学・遺伝学の４本柱を中心に体系

的かつ有機的に構築されている基盤科目，専門基礎科目，専門科目を通して生物学の基礎知識と技能を習

得します。また，得た知識や成果を報告書としてまとめる技術，他者に効果的に伝えるための技術を演習

と実習で身につけます。最終学年では，各研究室に所属して卒業研究を行います。最新の実験技術を身に

つけながら未解明の課題に取り組んで，生物学の専門家としての自覚を高めます。

本プログラムは，中学校，高等学校の理科教員免許を取得しようとする者にも対応できるように配慮さ

れています。

２．プログラムの開始時期とプログラム選択のための既修得要件（履修科目名及び単位数等）

理学部では学科ごとの入学試験を課しています。生物学プログラムは，生物科学科入学生を主たる対象

者としており，生物科学科入学者は入学時に本プログラムを選択します。従って，１年次のはじめから生

物学プログラムに則った教育を受けることになります。ただし，生物科学科入学者は，以下の科目を高校

までの履修科目として習熟していることを想定しています。未履修であるか，習熟不十分な者は，補充的

教育の履修を必須とします。

科目名：数学，物理学，生物学

（平成 22 年度入学生対象）



生物学プログラムは全学の学生にも開かれていますが，生物科学科生以外の学生がプログラム選択する

のに必要な要件等は，転学部または転学科の規定に基づき別途定めます。

３．プログラムの到達目標と成果

(１) プログラムの到達目標

生物学プログラムでは，生物学の知識経験をもち，基礎的研究や応用的開発に従事する技術者，産

業界における実務や理科教育などあらゆる関連分野の第一線で活躍できる人材，英語によるプレゼン

テーション能力を併せもった国際人としての資質を備えた人材などの養
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，
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１ 基礎科学等の理系分野の基礎知識の習得

２ 動物学，植物学，生化学，遺伝学等の基礎的知識の習熟

３ 生物学各専門分野の高度な専門的知識の理解と習得

４ 生物学学術論文を読解できるレベルの専門用語英語力の修得

○ 知的能力・技能

身につけた基礎的知識を生物学的諸問題に応用できる能力の修得

１ 自然現象を分析的に観察する思考力。

２ 分析の結果得られるデータを解釈類型化評価する能力。

３ 学術論文を読みこなすことができるレベルの論文読解力と英語力。

○ 実践的能力・技能。

身につけた基礎的知識をもとに実験・調査などを遂行する能力の修得

１ 基礎的な観察技能と実験操作技能。

２ 観察した自然現象や実験操作の結果を，記述する能力。

３ データを分析処理する能力。

４ 関連する情報を収集する能力。

○ 総合的能力・技能

研究の実行・解析能力の修得

１ 高度な実験操作技能。

２ 新規な実験・研究手法。

３ 新奇な実験事実の解析能力。

４ 未経験な内容に取り組む姿勢。

４．教育内容・構造と実施体制

(１) 学位の概要 （学位の種類，必要な単位数）

学士（理学），１２８単位

(２) 得られる資格等

１ 教育職員免許状

（１） 中学校一種免許状 （理科）

（２） 高等学校一種免許状（理科）

２ 学芸員となる資格

資格取得に関する詳細は，「学生便覧」（入学時

１



(４) 卒業論文（卒業研究）

１ 目的

３年次までに修得した生物学の基礎知識や基本的な技能を土台に，配属先の研究グループで行わ

れている最先端の研究に携わります。それを通して，その研究分野を中心とした最新の知識を吸収

し，高度な技能を身につけます。また，研究の進め方を学びとり，独自性，向上心，忍耐力，協調

性，柔軟性が備わった技術者・科学者としての資質を磨きます。そして，さらに大学院あるいは企

業での活動や社会における活動に活かせる能力を身につけます。研究グループ内での日常の議論や

演習によってプレゼンテーション能力を高めます。一年間の卒業研究の内容を卒業論文としてまと

め，ポスター発表を行うことで，プログラム受講修了者としての自信を獲得できます。

２ 研究概要について

生物科学科のホームページにて各研究グループの研究概要を紹介しています。また，卒業研究を

指導できる教員や研究室所属の大学院および学部学生と面会して研究グループの活動を聞くことも

可能です。３年次開講の「先端生物学」の講義で各研究室の研究内容を解説するので参考にして下

さい。

３ 配属時期と配属方法

配属時期：４年次開始時とします。ただし，「卒業研究履修条件」を満たす者を対象とします

（「卒業研究履修条件」は，理学部学生便覧を参照してください） 。

配属方法：生物科学科教員会で各研究グループへの配属上限定員を定めます。学生の希望を配慮

して配属するために，３年次末に配属希望調査を実施します。上限定員を上回る場合

は成績上位者から配属されます。

５．授業科目及び授業内容

別紙３を参照してください。

シラバスは，「履修の手引」（理学部）又は「もみじ」を参照してください。

６．教育・学習

（１） 教育方法・学習方法

別紙１を参照してください。

（２） 学習支援体制

１ 学生の教育力育成

ＴＡ（ティーチング・アシスタント）制

大学院学生による学部学生の教育支援制度です。学部学生にとってより身近な存在である先

輩から教育を受けることができると同時に，教育を担当する大学院学生がその体験を通して教

育方法を学びます。

２ 教員組織

（１） チューター制度（教養教育チューター，学士課程チューター：１年次から４年次）



（２） 卒業研究指導教員

（３） 主専攻プログラム担当教員会

３ 事務組織等

（１） 学習支援システム（「もみじ」，「掲示板」）

（２） 学生支援グループ（学部），運営支援グループ（学科）

（３） 学生活動支援

（４） 障害学生支援

（５） 就職支援（就職担当教員による就職情報の提供等）

（６） 保健管理センター（健康，カウンセリング）

（７） 各種相談

（８） 奨学金制度

４ 施設

（１） 附属臨海実験所・附属宮島自然植物実験所

（２） 実験圃場・学習用植物園・動物飼育室・植物標本室

（３） 附属両生類研究施設・附属植物遺伝子保管実験施設

（４） 図書館・図書室

（５） 情報メディア教育研究センター・自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門（RI）

５ 留学支援

（１） 短期留学

（２） ＨＵＳＡ（広島大学短期交



８．プログラムの責任体制と評価

（１） ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)）

計画・実施は，生物学主専攻プログラム担当教員会（主任者：学科長）が行います。

評価検討については，生物学主専攻プログラム担当教員会が用意した資料をもとに，学科長が担

当委員会（生物科学科教務委員会）に諮問し，その答申内容を尊重して生物学主専攻プログラム担

当教員会が対処します。

主専攻プログラム担当教員会に所属する教員は別紙５を参照してください。

（２） プログラムの評価

１ プログラム評価の観点

（１） 卒業生の習熟度

（２） 学生の満足度

（３） 教員の満足度

（４） 卒業研究の成果

２ 評価の実施方法

（１） 既卒業生による外部評価をします。

（２） 在学生および卒業生によるプログラム全体に対する評価アンケートを実施します。

（３） 教員によるプログラム全体に対する評価アンケートを実施します。

（４） 卒業研究の成果に対する卒業生のアンケートを実施します。

３ 学生へのフィードバックの考え方とその方法

「学生本位の教育」を基本理念として，年度ごとに卒業生による外部評価や在学生および卒業生

による評価アンケートの結果を総合的に検討し，プログラムにおける問題点を見出します。そして，

必要に応じて生物学主専攻プログラム担当教員会が主体となってプログラムの構成や授業内容を変

更します。



別紙１

プ ロ グ ラ ム の 教 育 ・ 学 習 方 法

○ 知識・理解

○ 知的能力・技能

身につく知識・理解等

１
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○ 実践的能力・技能

○ 総合的能力・技能

身につく能力・技能・態度等

身につけた基礎的知識をもとに実験などの実

践を遂行できる能力を修得する。

１ 基礎的な観察技能と実験操作技能。

２ 観察した自然現象や実験操作の結果を記

述する能力。

３ 関連するデータを収集し評価する能力。

教育・学習の方法

生物科学基礎実験および野外実習において段階

的に教育する。

評価

日常発揮される行動や発表態度および提出され

たレポート内容を通して評価する。習得段階を考

慮して評価する。

身につく能力・技能・態度等

１ 自然現象を観察し，自ら問題提起できる能力

を修得する。

２ データベースや図書文献などを活用して最

新の関連学術情報を収集し，その中から必要な

情報を抽出する能力を修得する。

３ 抽出した情報を理解して整理し，他人に伝え

る能力を修得する。

４ 種々の知識や能力と整理された情報を用い

て具体的な研究計画を立案する能力を修得す

る。

教育・学習の方法

基礎的な能力・技能は生物科学基礎実験および

演習で教育する。

最終的に，高度な能力・技能は卒業研究で教育

する。

評価

日常発揮される行動や発表態度を通して評価す

る。



生物学プログラムの概念図 
 

生物学プログラム概要 

分子・細胞レベルから個体・群集レベルまでの要素を体系的に学習できる基

礎生物学教育である。現代生物学の広い基礎知識と基礎技術を習得し，生物現

象を多角的に捉えることができる人材を育成する。科目区分を問わず授業選択

を可能とする単位数を多く確保することで，さらに深い専門的学習，専門境界

領域の学習，社会との関わりについての学習や免許取得のための学習など学生

個人の個性目標を伸ばすことができる体制となっている。生命と環境について

の有機的理解が可能で総合力と創造力が涵養されるため，基礎生物学専門家，

理科教員だけでなく，関連分野での実践応用に適応可能な人材が育成される。 
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別紙４

プ ロ グ ラ ム 到 達 度 評 価 項 目 と 評 価 基 準 の 表

○ 知識・理解

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

基礎科学等の理

系分野の基礎知識

の習得

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。２.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

５以上を基準とす

る。

到達度は，適用

科目に対してなさ

れた４段階の到達

度評価（３(B)，２

(M)，１(T)，０(N)）

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て

れ

る。
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を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。２.

５以上を基準とす

る。

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

５以上を基準とす

る。

を集計した平均値

（３.０満点）とし

て与えられる。１.

０以上を基準とす

る。

○ 知的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

身につけた基礎

的知識を生物学的

諸問題に応用でき

る能力の修得

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

２.５以上を基準

とする。

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

１.５以上を基準

とする。

１ 自然現象を分

析的に観察する

思考力。

２ 分析の結果得

られるデータを

解釈類型化評価

する能力。

３ 学術論文を読

みこなすことが

できるレベルの

論文読解力と英

語力。

上記３項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

１.０以上を基準

とする。

発生生物学演習(8)

細胞生物学演習(8)

分子生理学演習(8)

植物分類生態学演習(8)

植物生理化学演習(8)

植物分子細胞構築学演習

(8)

分子遺伝学演習(8)

分子形質発現学演習(8)

遺伝子化学演習(8)

進化発生学演習(8)

島嶼生物学演習(8)

海洋生物学実習Ｂ(5)

公開臨海実習(4)
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○ 実践的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

身につけた基礎

的 知 識 を 元 に 実

験・調査などを遂

行する能力の修得

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

２.５以上を基準

とする。

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

１.５以上を基準

とする。

１ 基礎的な観察

技能と実験操作

技能。

２ 観察した自然

現象や実験操作

の結果を，記述

する能力。

３ データを分析

処理する能力。

４ 関連する情報

を収集する能

力。

上記４項目につ

いて，適用科目に

対してなされた４

段階の到達度評価

（３(B)，２(M)，

１(T)，０(N)）を

もとに総合的に評

価し（３.０満点），

１.０以上を基準

とする。

生物科学基礎実験 I(3)

生物科学基礎実験 II(4)

生物科学基礎実験III(5)

生物科学基礎実験 IV(6)

海洋生物学実習Ａ(3)

植物地理学実習(3)

宮島生態学実習(4)

○ 総合的能力・技能

評価項目
非常に優れている

(Best)

優れている

(Modal)

基準に達している

(Threshold)

備 考
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ

研究の実行・解

析能力の修得

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新規な実験・

研究手法。

３ 新奇な実験事

実の解析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目に

ついて，総合的に

判断して，卓越し

ている。

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新規な実験・

研究手法。

３ 新奇な実験事

実の解析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目につ

いて，総合的に判

断して，優れてい

る。

１ 高度な実験操

作技能。

２ 新規な実験・

研究手法。

３ 新奇な実験事

実の解析能力。

４ 未経験な内容

に取り組む姿

勢。

上記 4 項目につ

いて，総合的に判

断して，及第点で

ある。

卒業研究(7,8)










